
（8）まちの情報広場　　市報ひがしまつしま 2019 年（令和元年）7 月 1 日号　

夏休みを楽しく過ごすために

　もうすぐ子どもたちにとって、楽しい夏休みが始まります。
　夏休みは、子どもたちの生活の場が学校から家庭や地域へと移り、家
族や地域の人たちとのふれあいを通じて、学校生活では得ることのできな
い経験を味わうことができる良い機会です。一方、長い休みと暑さのため
に生活が不規則になりがちで、解放的な気分から思わぬ事故を起こすこ
ともあります。
　子どもたちが地域の中で安全・安心な環境のもと、楽しい夏休みを過ご
すことができるよう地域の皆さんの協力をお願いします。

　本市では、「地域とともに育つコミュニティ・スクール」を目指し、学校・保
護者・地域・行政がパートナーシップを組んで、地域全体で次世代の子ど
もたちをともに育てていく活動を推進しています。
　子どもたちにも地域の一員として、あいさつをきちんとし、育成会や地域
の活動にも進んで参加させるよう働きかけをお願いします。
■問　教育総務課学務班　☎内線1254

■電話受付対応時間　学校授業日　７時３０分～１７時３０分
　　　　　　　　　　長期休業期間中　８時１５分～１６時４５分
※緊急の場合や事前に学校とコンタクトを取っている場合は、この限

りではありません。
※上記以外の時間帯で対応を急ぐ緊急事態が発生した場合は、市

役所（☎８２-１１１１）へ連絡をお願いします。教育委員会職員が対
応します。
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■問　地域おこし協力隊事務局　復興政策課地域振興班　☎内線1232

もっと知りタイ! 地域おこし協力隊卒業編

もっと知りタイ! 地域おこし協力隊 〈第27回〉
■問　地域おこし協力隊事務局　復興政策課地域振興班　☎内線1232
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　国や県では、教職員の長時間勤務を見直し、教職員が子どもと向き合
う時間や授業準備に力を注ぐ時間を確保するために、学校における働き
方改革に取り組んでいます。
　本市でもすべての教職員が授業のための教材研究をはじめ、学級・学
年経営など、担うべき業務に専念できる時間や教職員の相互連携・研修
などの時間を確保することで、教育の質の維持・向上を図り、教職員が心
とからだにゆとりを持って、子どもたち一人一人と丁寧に関わり続けること
のできる環境をしっかりと整えていきたいと考えています。
　その一環として、子どもたちが長期休業となる夏休みと冬休みの期間
中に、学校閉庁日を設け、原則として職員は学校での勤務は行いません。
　また、学校での電話対応の受付を原則として、次のようにさせていただ
きますので、保護者・地域の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

学校の働き方改革に関するご理解・ご協力について

■市内小・中学校の夏休み期間
　７月２０日（土）～８月２１日（水）　　　　
■市内小・中学校の学校閉庁日
　８月１３日（火）～１６日（金）


